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 研究結果  
 
本研究は、台湾交通省の観光局および日本観光局（JNTO）のホームページに掲載さ

れている料理名と行事名の日中対訳を分析するものである。本研究では、まず先行研

究の翻訳方法を検討し、新たな翻訳方法を提案した。次に、本研究で取り扱う訳語

を、この翻訳方法で分類し、訳語の翻訳傾向を分析した。最後に、Vermeer（1996）の

スコポス(Skops「目的」)理論と Sperber と Wilson 関連性理論と異文化コミュニケー

ションなどの観点によって、それらの日本語訳の特徴および問題点を論じた。 

観光局のホームページで紹介された日中対訳語の翻訳方法を集計した結果、下記の

3点の翻訳傾向が明らかになった。 

（１） 料理名の翻訳については、中国語を日本語にする際に、最もよく利用されて

いる翻訳方法の順番は①「意訳」②「漢字移植」③「解説」であった。一

方、日本語を中国語に翻訳する場合は①「意訳」②「漢字移植」、③加筆と

いう順番であった。 

（２） 行事名の翻訳については、中国語を日本語に訳するとき、「漢字移植」は最

も多く使用された方法で、「意訳」がそれに次ぎ、「加筆」は三番目であっ

た。それに対して、日本語を中国語に訳するとき、多用された翻訳方法の順

番は①「意訳」②「漢字移植」③「部分省略」であった。 

（３） 外来語を導入するとき、よく利用された翻訳方法―「音訳」は日中対訳のと

きにあまり使用されなかった。 

 

研究結果を考察すると、「音訳」よりも「意訳」と「漢字移植」が日中対訳をす

るとき多用されたのは、日本と台湾は共に漢字圏にあり、且つ地理的にも近く、共

通の食材や相似性の高い行事も多いからであろう。しかし、「漢字移植法」による

語訳は誤解される場合がある。したがって、「漢字移植法」で翻訳するとき、その

漢字は意味の理解に有用であろうかを考慮すべきと思われる。 
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